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沖縄におけるギンネムの制御について
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StudyonControlofLeucae"αleucocりんα〃(Lam.)deWit
inOkinawa
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Abstract:Leucae〃αノeucocepﾉ、ﾉaisanexotictreeplantcausingtroubleinOkinawa.Tocontrolthistreein

standingcondition,someholesweremadeatthetrunkbase(upto50cmfromsoilsurface)withanelectric
drillerandglyphosatesolution(100%)wasinjected.Thediameterofthetrunkswasaround4cmat10cm
fromsoilsurface.Trunksofsometreeswerecutat10cmfromsoilsurface.Onemilliliterofglyphosate
solutionwastakenforeachcmofthetree-diameterasastandard.Thetreatmentswere:(1)4mlglyphosate
wasinjectedintoeachtreewithwholetrunk(11wholetrees),(2)12mlglyphosatewasinjectedintoeach
treewithwholetrunk(12wholetrees)and(3)4mlglyphosatewasinjectedintoeachtreewithouttrunk(8
treeswithouttrunks).Alltreeswithered21daysafterglyphosateinjectionintothetreeswithouttrunks.
Around27and92%oftreeswitheredwhen4mland12mlofglyphosatewasinjectedintoeachtreewith
wholetrunk,respectively.Alltreeswithered56daysafterglyphosateinjectioninalltreatments.The
resultsofthisstudyindicatethatLeucae〃αノeucocepﾉ、/αcouldbecontrolledinstandingconditionwith
glyphosateapplication.
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緒言
ギンネム(LeucaenaJeucocepJiaJa(Lam.)de

Wit)は中南米が原産の高木で，現在，世界のあ

らゆる熱 帯 ・ 亜 熱 帯アルカリ‘性土壌地帯に繁 茂

し，沖 縄には1910年以降にスリランカ産種が導

入され， 薪炭 ・緑 肥・土壌流出防止の他，家畜

の飼 料など多目的な植物として導入され，樹高

は10m近くに達する1-3)沖縄県内での家畜用

飼料として は一 時期，肉用牛の飼料木として竹

富町黒島で栽培された経緯があるが，管理が煩

雑な た め現在では利用されていない．

わが国でのギンネムは，「特定外来生物による

生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成

16年6月2日法律第78号）により，外来生物

が 生 態 系に悪影響を及ぼさないよう適切な取扱

が求められている「要注意外来生物」に指定さ

れている．4）

平 田 ら 5）の沖縄県 中 頭 郡 西 原 町 で の 調 査 では

原 野のうち40．8％が ギ ン ネ ム で 覆 わ れ ， 広 葉樹

林 の3 1．1％を上回っている状況である．琉球大

学農 学 部附属亜熱帯フィールド科学教育研究セ

ンター（フィールド 科 学 セ ン タ ー ） 千 原 フ ィー

ルドにおいても近年 ，牧草地やのり面にギンネ

ムが 繁 茂し，その木陰や枝等により牧草の生育

および機械作業に悪影響を及ぼしている．牧草

地でのギンネム制御では比嘉らがパワーショベ

ル等の機械による抜根処理が有効であると報告

6）しているが，のり面においては土壌流出の観

点からパワーショベル等での作業が困難なため

伐採後に除草剤の注入が有効であるとの報告7）

もある．しかしながら，立木状態でのギンネム

ヘの除草剤注入の有効‘性および注入量について

の沖縄での検討はされていない．

本研究では，森林中のギンネム立木における

除草剤を用いての制御について検討したので報

告する．

実験材料および方法
調 査 は 沖 縄 県 国 頭 村 内 に あ る フ ィ ー ル ド科学

センター与那フィールド奥里山研究園内で，標

高 が 2 0 0 m 程 度 ， 土 壌 は 乾 ’ 性 赤 色 土 の 国 頭マー

ジの山林で実施した．除草剤は入手しやす く 小

笠原地域においてアカギ枯殺に用いられている

グリホサート系製剤8）の一つであるイソプロピ

ルアミン塩液剤（バイオン株式会社発売）を供試

した。注入方法は充電式電動ドリルで樹幹根本

付近に穴(66.0mm)を開け,12mfiのシリンジで除

草剤を注入し，穴に栓はしない状態とした．
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調査項目は，ギン ネ ム の 地 際 か ら 1 0 cm幹直

径（株径），胸高直径（胸高径），樹高，薬効度

合い（枯死など） およびその他樹木の被度，樹

高とした．照度は照度計(ASONE社製LM-332)

を用い，測定場所は 調 査 地 点 の 山 林 お よ び日光

を 遮らない隣接する道路で，いずれも地上150

cmの高さで行い，それぞれ3点を測定し，平均

値を用いた．測定 時 刻 は 1 4 時 と し ， こ れ らから

調 査地点の相対照度 を 算 出 し た ．

試 験区分は立木の状態で除草剤原液を注 入 す

る除草剤標準区，3倍量を注入する除草剤3倍

区および地際からおおむね10cmで伐採し，除

草剤標準区と同量を注入する伐採・標準区とし

た．除草剤注入量は地表10cmの株径が3cmで

は原液3.0mfi,4.0cmと4.0mfiと株径と同量注

入した．

2011年7月4日に調査項目を測定後，除 草 剤

を注入し，その薬効を3週間後および8週間後

に落葉の程度を目視 で判定することで行った．

加えて8週間後に は ， 幹 に ナ タ 目 を 入 れ 内部組

織を観察することで枯死を判定した．薬効の評

価は，枯死したのを 1 と し ， あ る 程 度 影 響がみ

なれ た も の を 2 ，影響の全くなかったのを3と

した．

調査地点の樹木植生状況をTable1に示した．

中層樹木はリュウキュウチク(Pleioblastiﾉs

""earisNakai)の被度が60%,ギンネムが10%,

樹高がそれぞれ3.Om,5.1mであった．イヌガ

シ{Neolitseaaciculata(Bl.)Koidz.)とイヌビワ

{FieuserectaThunb.exKaempf.)はともに被度

が3％，樹高が2.5mであった．高層樹木はイジ

ユ(Sc力加aliukiuensisNakai)の被度が70%,樹高

が16.Omとイ ジュが優占していた．樹高はリュ

ウキュウマツ{Pi"usiuc方αensisMayr.)が最も高

く18.0mで被度は5%であった。他にホルトノ

キ(Elaeocarpussylvestris(Lour.)Poir.)は被度

3％，樹高12.0mで，クロキ(Symplocoslucida

(Thunb.)S.etZ.)は被度2%,樹高7.0mが確認さ

れた．

結果および考察
調査地点の照度は2400Luxで，相対照度は

3.0％であった．供試ギンネムの状況をTable2

に 示した．除草剤標準区は11株で，地表10cm

株径は4．0±0．5cm,胸高2.8±0.6cm,樹高5.51

0.99mである．除草剤3倍区の供試数は12株，

伐採・標準区供試数 8 株 で あ り ， 株 径 お よび樹

高に大きな差は認められなかった．ギンネム株

径が，フィールド科学センターでの報告9）にあ

る7．5～8.7cmより小さいのは，ギンネムは日当

たりが良くアルカリ'性土壌を好む1，3）ことから

すると，調査地点の相対照度が低く，酸'性土壌

の国頭マージによ るものと思われた．

除草剤注入がギンネムに及ぼす影響をTa b l e

3に示した．除草剤注入量は除草剤標準区が3．8

0.5mfiで伐採・標準区の3.6±0.5mfiと近い値

となり，除草剤3倍区は11．5±l.Omfiとなった．

除草剤標準区の穴数は4．8±0．6個となったが，

除草剤3倍区は注入量が多いため13．2±1．0個と

増加した．除草剤注入3週間後の薬効は，除草

剤標準区で1．7±0．5と調査11株中3株が枯死

（27．3％）と最も低く，次いで除草剤3倍区の

1.1士0．3と調査12株中11株（91．7％）が枯死

し，伐採・標準区では1．0±0．0とすべての株で

枯 死 し て い た ． 除 草 剤 注 入 8 週 間 後 の 薬効調査

では，すべての区において枯死していた．

小 笠原 地域 にお いて グリ ホサ ート 系除草剤に

よるアカギ立木の枯死率が注入4カ月後に90％，

1年後に100％とする報告’o）と同様，グリホサ

ート系除草剤を用いてギンネムを枯死させえる

ことが明らかになった．除草剤注入量につ い て

は，沖縄県において，地際から5～10cmで伐採

した平均株径9.1cmギンネムに7mfiグリホサー

ト系除草剤を注入すると195日後に75％は枯死

するが25％は萌芽したとの報告7）があるが，本

研究では注入量が多いことから100％枯死した

と考えられる．

グリホサート系除草剤は植物に吸収されると

植物体内の物質流動によって植物体全体に行き

わたり，成長点における芳香族アミノ酸の生合

成を阻害し生育を停止させる．土壌中で は 速 や

かに窒素とリン酸に分解され有害物質を形成し

ない．’’）また，グリホサート系除草剤の使用

は，小笠原地域のアカギ枯殺時において土壌や

渓流水環境に及ぼす影響の少ないことが報告8）

されている．これらのことから，ギンネム ヘ の

グリホサート系除草剤の注入は，環境に優しく

有効な防除法となることが示唆された．

しかしながら，人が立入る場所などにおける

ギ ン ネ ム 立 木 で の 制 御 は ， 落 枝 や 倒 木 の 危険‘性

が あ る た め に ， 伐 採 処 理 後 の 除 草 剤 注 入 9）が適

当と思慮される．

要約
要注意外来植物のギンネムは沖縄県内で繁茂

している．そのギンネムを立木の状態で制御す

るために，電動ドリルで樹幹根本付近に穴を開

け，グリホサート(glyphosate)イソプロピル

アミン塩液剤原液を注入した．地際から10cm

の株経(cm)と同量(mft)を注入する除草剤標

準 区 1 1 株 ) , 除 草 剤 の 量 を 標 準 区 の 3 倍注入す

る除草剤3倍区12株）および伐採後に標準区

と同量の除草剤を注入する伐採・標準区（8株）

に分け比較検討した．

供試ギンネムの地際から10cmの株径は4.0cm

程度であった．除草剤注入3週間後の伐 採 ・ 標

準区はすべての株で枯死，除草剤3倍区91.7%,

除草剤標準区27．3％が枯死と判定された．除草

剤注入8週間後には，すべての区におい て 枯 死

していた．このことからギンネムを立木 の 状 態

でグリホサートイソプロピルアミン塩液剤原液

を注入することにより制御できることが 明らか

になった．
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Tablel.Treevegetationintheexperimentalforest.

CoverageAveragetree

(%)height(m)

Forest
Treespecies

stand

０
１
５
５

●
●
●
●

３
５
２
２

０
０
３
３

６
１

Pleioblastuslinea〃sNakai

Leucae"αﾉeucocephaﾉﾛ

ﾊｾolitseaaciセα〃a(Bl.)Koidz.

Fib"Seﾉ汐etaThunb.exKaempf.

Medium

tree

０
５
３
２

７ 16.0

18.0

12．0

7．0

5℃力加a〃tﾉA九ﾉe"sisNakai

Pinuダルc加e"sKsMayr.

どたeocarpussylves加夕(Lour.)Poii

Symplocosんcida(Thunb.)S.etZ.

Talltree

Table2.Treecondition,numberoftrees,treediameterandtreeheightinthe

experiment.

Diameter(cm)
Treatments(treecondition

andherbiciderate)
Treeheight(m)n At10cmft､om

soilsurfaceAtbreastheight

Treewithwholetrunkand

standardherbiciderate

Treewithwholetrunkand

tripleherbiciderate

Treewithouttrunkand

standardherbiciderate

114.0±0.52.8±0．65.51±0．99

124 . 0 ± 0 . 4 2 . 7 ± 0 . 5 5 ． 3 3 ± 0 . 9 7

83．7±0.52．7±0．55．16±1．15

Valuesareexpressedasmeans±standarddeviation

Note:1mfiglyphosate(100%)wasinjectedforatreeof1cmdiameterasstandard.

Table3.EffectsofherbicideonLeucaenaleucocep畑ね．

mufHerbicideefficacyユ'atdifferent
weeksafterapplication

holes/tree3weeks 8weeks

Herbicide

volume/tree

(me)

Treatments(treecondition

andherbiciderate)

Treewithwholetrunkand

standardherbiciderate 3．8±0．54．8±0．61．7±0.51.0±0.0

Treewithwholetrunkand

tripleherbiciderate 11．5±1.013．2±1.01.1±0.31．0±0.0

Treewithouttrunkand

standardherbiciderate 3.6±0．54．1±0.81．0±0.01．0±0．0

Valuesareexpressedasmeans±standarddeviation

**Herbicideefficacy:1=completelywithered,2-partiallywithered,3=nowithered.


